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質問者１ 穴井 謙次                             ※一問一答 

 

質問者２ 西本 篤史                             ※一問一答 

質問事項 質    問    要    旨 質問の相手 

（１）洪水対

策について 

今年日本列島を襲った台風や豪雨で全国各地において河川の氾濫、堤防

の決壊など洪水による大きな災害が発生した。近年気候変動に起因する記

録的な時間雨量 100ｍｍを超える集中豪雨が頻発し国も水防法を改正し区

域指定の際の雨量想定を「数十年に一度」から「千年に一度」の規模に拡

大するよう義務づけ 2020 年度末までに見直しが求められている。町内に

は田布施川を主流とし、灸川、丸尾川、才賀川、御蔵戸川等たくさんの川

が流れており、町民に多くの恵みをもたらしてきた。幸いにも最近大きな

洪水が起こってはいないが、平成 21 年 7 月に関戸橋付近で氾濫しそうに

なったのも事実、記憶に新しい。 

そこで町として町民の生命、財産、生活を災害から守るため河川整備をは

じめとした洪水対策についてどのようにお考えか下記の点についてお伺い

する。 

１．既存の洪水ハザードマップは概ね30年に一度の大雨（１日で２３２ｍ

ｍ、１時間で６７ｍｍ）が降った場合を想定して作られている。ハザ

ードマップの見直しは（浸水想定区域、避難所の見直し） 

２．田布施川の河川改修工事の早期完成が望まれるがいつ頃になるか 

３．河川改修と併せて堆積した土砂の撤去 繫茂した草木の伐採等、維持

管理を町と県はどのように計画し、実施しようとしておられるか 

４．水位の監視システムと町民への的確な避難情報の伝達手段は十分か 

５．町民参加の洪水対策避難訓練は考えておられるか 

町長 

（２）田布施

町 まち・ひ

と・しごと創

生総合戦略   

子育て住環境

の整備は 

田布施町の総合計画「笑顔と元気あふれる住みよいまち田布施」の将来

像を実現するため住の占める役割は非常に大きいものがあります。 

特に少子高齢化における人口減少抑制に特化した若者の定住、子育て環

境の整備、安心して住み続けられる良好な生活環境を確保する事等、子や

孫に住み続けてもらうためには多くの課題があり町は創生総合戦略として

努力しておられるところです。そこでお尋ねいたします。 

１．子育て住まいる支援事業、親元同居・近居応援事業の成果はどうか 

２．町営住宅利用状況との若者の入居状況は 

３．町営城南住宅の建て替え工事計画の進捗状況は 

４．城南住宅建設にかかる要望が地元から提出されているようですが、子

育て世代定住のため住宅の整備と支援を町はどのようにお考えか 

町長 

質問事項 質    問    要    旨 質問の相手 

（１）多面的機

能支払交付金

制度について 

多面的機能支払交付金制度は農業と農村の多面的機能発揮のための地域

共同活動を支援することで、地域資源の適切な保全管理を推進する。これ

らの活動により担い手農家の水路、農道等の地域資源の維持管理負担を軽

減し、農地集積という構造改革を後押しすることを目的としている。農地

維持支払交付金は農道の路面維持や、水路の草刈や泥上げなどの地域資源

の基礎的な保全活動。資源向上支払交付金は水路、農道、ため池などの施

設の軽微な補修、植栽による景観形成、農村環境保全活動、防災減災力の

町長 



 

質問者３ 河内 賀寿                              ※一問一答 

 

 

 

 

 

 

強化、遊休農地の有効活用などの多面的機能の増進を図る活動、施設の長

寿命化のための活動、老朽化が進む水路等の補修や更新とある。 

近年大雨によりため池等に土砂が流れ込み、取水口が埋まり機能しなく

なっている所もある。浚渫した場合1000万円位の工事費が見込まれるが、

このような場合多面的機能支払いでするのか、他に施策はあるか。地元負

担金はあるのか。お尋ねする。 

（２）スマ

ホ・ケータイ

安全対策等に

ついて 

先日、スマホ・ケータイ安全対策研修会に参加した。「ネットの危険から

子どもたちを守るために」であった。その矢先、大阪の小学６年生がＳＮ

Ｓで知り合った男性に栃木県まで連れて行かれた。ＳＮＳで狙われる子ど

もたちの年間の被害者は１８１１人である。 

研修会で、ネット利用の要は判断力、自制力、責任力であると聞かされ

た。町内の児童、生徒に情報モラル授業、教育はされているか。タブレッ

ト端末の利用者も低年齢化しており、小学低学年、幼稚園、保育園児にも

指導すべきと思うがどうか。 

また、ゲーム依存症も深刻である。１０代、２０代の平日３時間以上利

用が１８％であることが厚生労働省全国実態調査でわかった。町は対策を

しているか。 

町長 

教育長 

（３）子育て

支援の取り組

みについて 

先日、岡山県奈義町へ子ども子育て事業の視察研修に参加した。奈義町

は少子化対策を進め合計特殊出生率「２．８１」を達成している。（全国ト

ップクラス）何が出生率を高めたか。移住対策、子育て支援が充実してい

る。支援施設（なぎチャイルドホーム）では子育て世代の親が知り合い、

地域の方と相談しあえたり地域情報を聞いたり、大人同士の語らいをした

り安心感が出生率を上げている。 

町も安心感のある施設を作るべきと思うがどうか。 

町長 

質問事項 質    問    要    旨 質問の相手 

（１）ゆるキャ

ラをそろそろ

作っては 

 以前、「ゆるキャラを作っては」という一般質問をした。その回答として

は、ゆるキャラブームも終わった場合、無駄になるかもしれないとのこと

で、制作にはいたらなかった。しかしその後の、ゆるキャラの TV やほか

のメディアでの露出はずっと安定している。周辺自治体のゆるキャラが集

合するイベントも何度もあったが、本町は参加できていない。「いちじくち

ゃん」などイメージキャラクターもあるのだから、本町もそろそろゆるキ

ャラを作ってはどうだろうか。 

町長 

（２）スポーツ

センターの夜

間照明の老朽

化対策は 

 これも以前にした質問のその後を問うものだが、TAIKOスポーツセンタ

ー田布施の夜間照明設備は、老朽化で箱型の「安定器」は錆びだらけの物

もあり、突然落下の危険があるかもしれないので安全対策をしてはという

ものだった。質問から２年経過しているが、予算化などどのような対応を

されているか。 

町長 



 

質問者４ 國本 悦郎                             ※一問一答 

 

質問者５  松田 規久夫                            ※一問一答 

質問事項 質    問    要    旨 質問の相手 

（１）人事評

価で、第１次

評価者の評価

が全て０点は

あり得るか 

昨年度、４か月間勤務した元税務課職員のＢシートの第１次評価が全て

０点となっており、第１次評価者の課長は、その理由をまだ明らかにして

いないが、自信をもって評価しているとこれまで一貫して答えている。 

他方、第２次評価者の副町長は、ＢとＣシートが一体となって評価する

のだから、Ｃシートが出ていない段階ではＢシートの評価は不可能で、０

点とはならないと述べ、両者の評価についての見解が一致していない。 

どちらの言っていることが正しいのか。 

休職や産休等、通常勤務をしていない場合を除き、通常勤務をしていて、

しかも懲戒処分を受けていない管理職でない職員に対し、目標達成シート

Ｂの評価について「第１次評価者が目標項目ごとの評点をすべて０点にす

ることはあり得るか」についてお答えいただきたい。 

町長 

（２）教員の

働き方改革に

ついて 

教員の働き方改革がなかなか進まないことや教員間、教員と保護者間の

人間関係の難しさも影響してか、公立小学校の教員採用試験の倍率が全国

平均で3.2 倍と過去最低だったという。私が教員になった頃は狭き門で、

そのころと比べると隔世の感がある。 

 また、教員の働き方改革の足かせとなっている学校単位での部活動が、

生徒数減少により難しくなっている今、総合型スポーツクラブへの移行が

喫緊の課題となっていると、スポーツ庁からの提言もある。 

そこで、教員の働き方改革とそれに伴う総合的スポーツクラブへの移行

についてどう取り組みが進んでいるのかお尋ねしたい。 

１ 今年度、各学校へ勤怠管理システム、成績管理システムの導入により、

これまでと比べて教員の負担軽減がどうすすんだか。 

２ 教員の夏休み中の休日のまとめ取りはできていたか。 

３ 総合スポーツクラブの法人化への取り組みと総合的スポーツクラブの

先進地との連携は進んでいるか。 

４ 教育長の任期中に、少しでも部活から総合スポーツクラブへ移行する

足掛かりは作れないか。 

教育長 

質問事項 質    問    要    旨 質問の相手 

（１）堤防強化

を県への働き

かけを 

田布施町で発生する確率の高い災害を想定すれば、豪雨による河川の決

壊、氾濫があげられる。水が堤防を越える「越水」が発生して堤防の外側

が削られ、水量の増加による水圧で堤防決壊の可能性は大いにあると思え

る。現在、集中豪雨は日本のどこで発生しても、想定外の出来事と言えな

い状況にある。田布施川の水系は短くても、悪条件の大潮、満潮、気圧の

低下による水面の上昇などが重なれば堤防の越水は可能性が高い。「越水

破堤」対策は堤体をシートやブロックなどで保護し、短時間の越水に耐え

られる堤防強化の工法がある。河川管理者である山口県へ「越水破堤」対

策の働きかけを提案する。堤防の人家側をシート、ブロックなどで保護す

れば、草刈の必要もなくなるメリットもある。景観もよくなり桜まつり、

桜マラソンにも寄与できる。田布施川をモデル河川として、越水対策の早

期実施要望を山口県にしてもらえないか。 

町長 



 

質問者６ 竹谷 和彦                             ※一問一答 

（２）急がれる

防災対策、第二

庁舎計画のそ

の後は 

職場環境の良い事務室で、職員に仕事をしてもらいたい。そうすれば仕

事に対してモチベーションも上がり、住民サービスの向上につながる。し

かし、財政に余力のない田布施町が、大きな借金をして中央公民館をただ

建て替え、第二庁舎とすることに疑問がある。今回、耐震化工事で庁舎に

エレベーターが新設された。使用頻度の低い三階フロアを多目的に使用す

れば、常時使用していない一階フロアを事務室として使用が可能となり、

別棟の職員を本庁舎に集約できる。 

急がれるのは住民の安全・安心が確保できる、あるいは生活弱者に配慮

した避難所であり、備蓄倉庫である。第二庁舎は避難所のスペースを設け

日常は多目的に使用し、公民館機能も持たせればよい。備蓄倉庫は高床式

で、容易な物資の搬入搬出、防水対応としたい。避難所の近くにマンホー

ルトイレや非常時用井戸を設置して災害に備えたい。第二庁舎新築、フロ

アプランを尋ねる。 

町長 

（３）路線価導

入は議論が必

要 

納税義務者宛（５月１日付）に固定資産評価（宅地等）の見直しについ

ての表題で、一部の地域に「市街地宅地評価法」を採用することで、より

公平公正な評価ができるとし、次回評価替えに向け調査・検証作業を行っ

ていくと周知している。読まれた納税者は多いと思えるが、どのように変

わるのか理解できた人は少ないであろう。田布施町が従来から採用してい

る「その他の宅地評価法」（標準地比準方式）や「市街地宅地評価法」（路

線価方式）は住民にとって、何のことやら分からないけれど、町を信頼し

ているのが納税者の正直な気持ちであろう。町は「その他の宅地評価法」

のみを適用してきた。田布施町には住宅地と言える場所はあっても、高齢

化で町中空き家が出現している現状で、どこに市街地があるのか。従来か

らやってきた宅地の評価方法を、何で今更変えなければいけないのか。住

民が納得できる明確な理由を示すとともに、路線価導入（固定資産評価の

変更）は議論が必要と考えるのでお尋ねする。 

町長 

質問事項 質    問    要    旨 質問の相手 

（１）田布施

中学校の設備

運用について 

先日来、田布施中学校体育館に音響機材を搬入した際、重い機材を階段

から運び込むのに大変苦心した。エレベーターがあるのに使えない状況で

あった。田布施中学校体育館のエレベーターが使用できないのはなぜか。

田布施中学校文化祭や町内の小中学校音楽発表会等で楽器や放送機材を体

育館に搬入する際、エレベーターが使えたらよいのにという声を良く聞く。

コミュニティスクールで多くの方が学校を訪れる機会も増えている現在、

この先もずっとエレベーターが使えない状態なのかお尋ねする。 

１． いつからどのような理由で使用できなくなったのか。 

２．今後の予定は。 

町長  

教育長 

（２）役場の

内装工事は 

田布施町役場は先の耐震工事でエレベーターも付き見違えるような外観

になった。他の市町の方から「綺麗ですね。建て替わったのですか。」と言

われた。大変喜ばしいことである。しかし中身はさほど変わっておらず、

昔の古い感じのままである。内装やレイアウトを含めセンスの良い、昭和

のイメージを残しながらの改装をしてはどうだろうか。特に目につくのは

床面である。一部床を木製にする等、足元から綺麗にして中も外装に負け

ないようにしていただきたい。 

今後の検討や計画は予定はされているのか。 

町長  



 

 

 

 

 

 

（３）田布施

町の婚活支援 

全国的に出生率が低下し人口減少が大きな社会問題となっている。結婚

しない人が多くなっている。昭和の時代には結婚を斡旋する方や仲人さん

がおられたが最近その話も聞かなくなった。また以前は青年団主催の文化

祭やダンスパーティー等があり若者の出会いの場が多くあった。それらが

ない現在、田布施町独自の婚活支援は行わないのか。これからの田布施町

の取り組みについてお聞きしたい。 

１．田布施町内の３０歳以上、４０歳以上、５０歳以上の独身者はそれぞ

れどれくらいの割合なのか。 

２．柳井市主導の馬島での婚活パーティーの状況はどのようになっている

のか。今までの参加人数、参加者の結婚率は。なぜ男女で参加費が異

なるのか。年齢制限があるのはなぜか。 

３．他の婚活イベントに便乗するだけでなく、町独自の婚活イベントは企

画しないのか。出会いの機会が多いほどカップル成立が増えるのでは

ないか。また新しく結婚される方への田布施町への移住勧奨は行わな

いのか。婚活イベントを企画する場合、どの課が担当・主導するのか。 

 

町長 


